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Abstract

     The format requirements for the manuscript to be submitted to Japanese Journal of Applied Physics Education (Oyo Buturi Kyoiku) are described.  The manuscript should be neatly prepared on A4-size white papers according to the format requirements.  It should be noticed that they are reduced to B5 in size, in printing.  The reduction rate is 85% in each side.
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1. はじめに

「研究成果報告書」は和文 ，英文の両方を作成し提出してください．提出原稿は，原則として印刷用フォーマットで仕上げられたものに限ります．受理された原稿はそのままの形式でpdfに変換し印刷所に渡され，写真のコントラストなどを調整の上印刷されます．文章はワープロソフトを用い，和文・英文ともに横書きで作成してください．本文（和文2000字程度，英文1,000語程度）は，1.目的（PURPOSE）･2.方法(METHOD)・3.結果(RESULTS)・4.考察(DISCUSSION)・文献(REFERENCES)の順に記載してください．
以下に本誌の原稿作成指針を示します．本ファイルはホームページからダウンロードできますので，テンプレートとして使用して下さい．

2. 用紙サイズとフォーマットの概略

原稿はA4サイズで作成してください．段組は本稿のように，和文表題，英文表題，著者名（和文表記），同ローマ字あるいは原文表記，所属ならびに所在地（和文表記），同ローマ字あるいは英文表記，英文アブストラクト（40～100語程度），キーワード（10語以内）までは一段組みとし，以下，本文末の謝辞，補遺（もしあれば），参考文献に至るまで二段組とします．なお，英文アブストラクトとキーワードは本例のように，左右の余白（マージン）を多めにとって下さい．

3.書式
本文の文字サイズは，11ポイントを用いてください．ページの余白は，左20 mm，右20 mm，上30 mm，下25 mmとして下さい．二段組の段間の間隔は7 mmとします．2段組部分の一行の文字数を23文字，行数を42～43行に設定してください．本文の各ページには通し番号はつけないでください．ハードコピーを提出する場合は右上のマージンに鉛筆でページ番号をメモして下さい．

和文フォントは， MS明朝体を，英文フォントはTimes New Romanを標準とします．ただし，和文表題はゴシック体で16ポイントとし，英文表題はTimes New Romanの14ポイントとします．本文における各項目の見出しは12 ポイントのボールド体を用い，番号をつけます．ただし，参考文献は項目番号を必要としません．尚，英数字に和文の全角フォントは使用しないでください．強調などの目的でゴシックを用いる場合は，対応する英文フォントはArialを用いてください．
句読点は，「，」「．」を用いて下さい． 
4. 図，表，写真ならびにその説明

図，表などは本文に貼り付けておいてください．写真は原則として白黒（モノトーン）とします．カラーでの貼り付けをした場合も，印刷では白黒（モノトーン）とします．図と写真は同じ扱いにしてそれぞれに通し番号をつけ，その説明文は，図・写真の場合には，その下に図1，図2と番号をつけ，説明文を記します．また表の場合には，その上に表1，表2と番号をつけ，説明文に記して下さい．

図表は原則としてページの上か下にまとめるようにしてください。

5. 数式や記号の表記

数式はワープロソフトの数式機能で作成して下さい．式にはカッコ（　）で囲んだ通し番号をつけ，その行の右端に置き，数式は文章の一部とみなし，式の直後に，文脈に応じてピリオド「．」あるいはコンマ「，」をつけます．物理量を表す文字は斜体（イタリック），その他の文字は立体（ローマン）を用い，単位の記法は原則としてSI単位系を用いて下さい．

6. 参考文献の表記

文献は論文末尾に項目を設けてまとめて書いて下さい．本文中には通し番号で，文章の句読点の後に2,3）などと上付き文字で表記します．なお，文中に文献を引用するときは，文献1（英文の場合はref. 1）と書いてください．以下に示してあるのは，単行本，雑誌（論文誌，学会誌など），会議録などの表記例です．雑誌の巻の番号はブロック体で表記してください．

7. 最終ページの体裁

最終ページがページの途中で終わる場合，できるだけ，2段組の両方の下のラインが揃うようにして下さい．

8. 謝辞

　謝辞を書く場合は，参考文献の前に書いてください．

9. 学会・シンポジウム報告の場合

　本報告書提出前に学会やシンポジウムで、研究成果を報告した場合は，謝辞の後に次のように書いてください.

本論文の内容は##月##日に@@で開催された『第##回生体磁気に関するシンポジウム』で報告したものである.
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